
施
政

令
和
4
年
６
月
定
例
月
会
議 

提
案
理
由

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
生
活
支
援

策
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策

　
生
活
支
援
に
つ
い
て
、
令
和
３
年

度
は
、生
活
支
援
相
談
課
に
延
べ
１
、

８
４
３
件
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
特
に
、
収
入
の
減
少
な
ど
生
活

が
安
定
し
な
い
こ
と
に
よ
る
資
金
の

貸
付
や
給
付
金
な
ど
の
申
請
に
関
す

る
相
談
が
多
く
、
そ
の
支
援
策
と
し

て
、
生
活
困
窮
に
直
面
し
て
い
る

方
々
へ「
緊
急
小
口
資
金
」な
ど
の
貸

付
や「
住
居
確
保
給
付
金
」な
ど
の
支

援
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
中
で
も
、国
の「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

金
」に
つ
い
て
、申
請
期
限
の
延
長
や

再
支
給
も
可
能
と
な
り
、
昨
年
度
か

ら
５
月
末
ま
で
の
間
に
１
１
６
件
の

支
給
決
定
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
し
て
１０
万

円
を
支
給
す
る「
臨
時
特
別
給
付
金
」

は
、
４
、
５
５
４
世
帯
へ
の
振
り
込

み
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
の
高
騰

な
ど
に
よ
り
、
市
民
生
活
が
さ
ら
に

逼
迫
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

生
活
困
窮
世
帯
な
ど
に
向
け
た
支
援

に
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、経
済
支
援
策
と
し
て
、「
３

密
を
避
け
た
市
内
飲
食
店
利
用
推
進

事
業
」に
つ
い
て
、
市
内
５１
店
舗
で
、

５
月
３１
日
ま
で
に
２
、
３
３
８
件
、

７
、
７
９
３
人
の
方
に
ご
利
用
い
た

だ
き
、
利
用
総
額
５
、
７
５
９
万
円

に
対
し
、
１
、
０
８
４
万
円
を
支
援

し
て
お
り
、
市
内
飲
食
店
の
利
用
促

進
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

引
き
続
き
影
響
を
受
け
て
い
る
市
内

飲
食
店
を
支
援
す
る
た
め
、
市
民
の

皆
さ
ま
へ
の
利
用
を
働
き
掛
け
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど

を
目
的
と
す
る「
住
宅
・
店
舗
・
施
設

改
修
助
成
制
度
」に
つ
い
て
、５
月
の

申
請
開
始
以
降
２４
件
の
申
請
を
い
た

だ
き
、ま
た
、新
た
に
創
設
し
た「
中

小
企
業
等
デ
ジ
タ
ル
化
促
進
補
助

金
」に
つ
い
て
、
３
件
の
申
請
と
併

せ
、多
く
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
支
援
事
業
の
活
用
促
進
に

向
け
ご
案
内
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
加
え
、今
般
、国
よ
り
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格
や
物

価
の
高
騰
な
ど
に
よ
っ
て
、
影
響
を

受
け
る
市
民
生
活
や
事
業
者
の
負
担

の
軽
減
に
つ
い
て
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
、
き
め
細
や
か
に
実
施
で
き
る

よ
う
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
が
拡

充
さ
れ
、本
市
で
は
約
２
．２
億
円
の

追
加
内
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
、
コ
ロ
ナ
対
策
お

よ
び
今
般
の
原
油
・
物
価
高
騰
な
ど

の
対
策
と
し
て
、
国
の
交
付
金
を
活

用
し
、
①
学
校
園
給
食
に
お
け
る
給

食
物
資
の
高
騰
対
策
、
②
ひ
と
り
親

世
帯
お
よ
び
非
課
税
の
子
育
て
世
帯

等
を
対
象
と
す
る
生
活
支
援
と
し
て
、

国
制
度
５
万
円
に
市
独
自
に
５
万
円

を
上
乗
せ
し
、
子
ど
も
1
人
当
た
り

１０
万
円
の
給
付
、
③
脱
炭
素
社
会
に

向
け
て
の
蓄
電
池
等
設
置
補
助
、
④

農
業
・
漁
業
関
係
の
燃
料
高
騰
対
策

お
よ
び
施
設
園
芸
農
業
の
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
高
騰
対
策
、
⑤
小
規
模
事
業

者
持
続
化
補
助
金
へ
の
市
独
自
の
上

乗
せ
補
助
な
ど
の
実
施
方
針
を
取
り

ま
と
め
、
本
方
針
に
基
づ
き
、
そ
の

対
策
に
万
全
を
期
し
て
い
く
考
え
で

す
。待

機
児
童
対
策

　
本
市
で
は
保
育
ニ
ー
ズ
の
急
激
な

増
加
に
よ
り
、
平
成
３０
年
度
か
ら
令

和
２
年
度
ま
で
の
３
年
間
を
待
機
児

童
対
策
強
化
期
間
と
定
め
、
公
民
あ

わ
せ
て
保
育
士
な
ど
の
確
保
と
定
着

化
を
積
極
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
昨
年
度
当
初
に
は
、

念
願
で
あ
っ
た
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
平
成
２５
年
度
か

ら
一
貫
し
て
減
少
傾
向
が
続
い
て
き

た
乳
幼
児
数
が
、
令
和
４
年
度
は
一

転
し
て
増
加
に
転
じ
６０
人
増
の
４
、

９
７
０
人
と
な
り
、
加
え
て
、
女
性

の
就
業
率
の
上
昇
や
幼
児
教
育
・
保

育
の
無
償
化
な
ど
の
影
響
に
よ
り
保

育
ニ
ー
ズ
は
依
然
と
し
て
増
加
傾
向

に
あ
り
、
令
和
４
年
度
入
所
の
申
込

総
数
は
、
対
前
年
度
比
１
２
６
人
増

の
２
、
５
０
６
人
と
い
う
結
果
で
し

た
。

　
令
和
４
年
４
月
に
は
、
吉
身
六
丁

目
地
先
に
定
員
６０
人
の「
洛
和
み
ず

の
さ
と
保
育
園
」が
新
た
に
開
園
し

た
も
の
の
、
拡
充
を
し
た
保
育
の
受

け
皿
以
上
に
申
込
者
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
厚
生
労
働
省

が
実
施
す
る
調
査
に
基
づ
く
令
和
４

年
４
月
１
日
現
在
の
待
機
児
童
数
は
、

１
歳
児
が
２
人
、
２
歳
児
が
７
人
の

計
９
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て

き
た
保
育
士
な
ど
の
処
遇
改
善
や
保

育
人
材
バ
ン
ク
な
ど
の
取
り
組
み
に

よ
り
保
育
士
の
確
保
と
定
着
化
の
強

化
を
図
り
、
保
育
が
必
要
な
す
べ
て

の
児
童
に
対
し
て
、
保
育
が
提
供
で

き
る
環
境
の
確
保
に
引
き
続
き
全
力

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は「
守
山
市
子
ど

も・子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
２
０
２
０
」

の
中
間
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ニ
ー

ズ
推
計
と
実
績
を
検
証
し
、
今
後
の

人
口
推
移
や
保
育
ニ
ー
ズ
の
動
向
を

注
視
す
る
中
、
よ
り
効
果
的
な
施
策

の
検
討
、
さ
ら
な
る
推
進
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

新
庁
舎
整
備
、
D
X
推
進

　
新
庁
舎
整
備
の
本
体
工
事
は
、
予

定
ど
お
り
進
捗
し
て
お
り
、
現
在
、

建
物
の
安
全
の
礎
と
な
る
基
礎
の
工

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
鉄
筋
工
事
や

型
枠
工
事
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
な

ど
を
随
時
進
め
、
６
月
末
に
は
基
礎

工
事
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
新
庁
舎
で
の
新
し
い
働
き

方
を
見
越
し
、
モ
デ
ル
オ
フ
ィ
ス
を

複
数
課
に
広
げ
る
な
ど
の
取
り
組
み

を
進
め
、
よ
り
よ
い
働
き
方
を
検
討

す
る
な
か
、
オ
フ
ィ
ス
備
品
の
購
入

に
向
け
具
体
的
な
選
定
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て
、

こ
の
４
月
に
Ｃ
Ｉ
Ｏ
で
あ
る
副
市
長

を
先
頭
に
各
部
局
長
で
構
成
す
る

「
Ｄ
Ｘ
推
進
本
部
」を
立
ち
上
げ
、
ま

た
、
Ｄ
Ｘ
支
援
業
者
を
決
定
し
、
現

在
、
Ｃ
Ｉ
Ｏ
補
佐
官
の
公
募
を
実
施

し
て
い
ま
す
。Ｃ
Ｉ
Ｏ
補
佐
官
に
は
、

デ
ジ
タ
ル
・
デ
バ
イ
ド
対
策
、
利
用

者
目
線
で
の
業
務
の
抜
本
的
な
見
直

し
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
最
適
化
、
調

達
の
効
率
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、新
庁
舎
に
向
け
、「
待
た
な

い
、書
か
な
い
、行
か
な
い
」窓
口
の

構
築
に
つ
い
て
は
、
当
初
予
算
で
お

認
め
い
た
だ
き
ま
し
た「
異
動
受
付

支
援
シ
ス
テ
ム
」の
構
築
業
者
を
現

在
公
募
し
て
お
り
、
来
年
１
月
稼
働

を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
転
入
や
転

出
等
の
手
続
き
の
際
に
転
出
証
明
書

な
ど
の
Ｏ
Ｃ
Ｒ
化
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

活
用
に
よ
る
各
種
届
出
の
記
入
省
略

に
よ
り
、
処
理
時
間
や
窓
口
滞
在
時

間
の
短
縮
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ペ
ー
パ
レ
ス
化
に
よ
る
公

文
書
の
適
正
管
理
に
向
け
、
庁
内
お

よ
び
公
文
書
館
に
保
管
・
保
存
す
る

紙
文
書
の
整
理
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
文
書
管
理
・
電
子
決
裁

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
向
け
て
、
お
う

み
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
協
議
会
に
よ
る

共
同
調
達
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
来
年
度
の
シ
ス
テ
ム
の
稼
働

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
よ
り
、
職
員
の
事
務
負

担
軽
減・業
務
の
効
率
化
を
実
現
し
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
も
、
職
員

に
と
っ
て
も
、「
ヒ
ト
に
優
し
い
新
庁

舎
」を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
今
般
の
原
油
価
格
・
物
価

洛和みずのさと保育園

◆
６
月
３
日
に
開
会
さ
れ
た
市
議
会
定
例
月
会
議
で
、
市
長
が
述
べ
た
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

提案理由�全文

高
騰
に
よ
り
、
建
設
資
材
に
つ
い
て

は
大
き
な
影
響
が
生
じ
て
お
り
、
先

般
の
新
聞
で
は
、
鉄
鋼
で
２９
．９
％
、

非
鉄
金
属
で
２５
．０
％
、木
材
・
木
製

品
で
５６
．４
％
、石
油
・
石
炭
製
品
で

３０
．９
％
の
上
昇
と
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

新
庁
舎
に
つ
い
て
、
昨
年
３
月
末

に
契
約
締
結
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
同
契
約
書
内
に
、一定
の
物
価
上

昇
が
あ
っ
た
場
合
に
契
約
金
額
の
見

直
し
に
つ
い
て
協
議
を
行
う「
ス
ラ
イ

ド
条
項
」が
規
定
さ
れ
て
お
り
、請
負

業
者
か
ら
本
ス
ラ
イ
ド
条
項
に
基
づ

く
協
議
の
申
し
出
が
な
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
請
負
業
者
と
協
議
を
続
け
て
き

ま
し
た
が
、
今
般
、
そ
の
協
議
が
ま

と
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、増
額
補
正
分
と

し
て
残
工
事
費
の
約
２
．０
％
に
当

た
る
１
億
１
、
５
５
０
万
円
の
債
務

負
担
行
為
の
補
正
を
お
願
い
す
る
も

の
で
す
。
な
お
、
こ
の
額
は
、
Ｄ
Ｂ
事

業
の
入
札
差
額�

約
３
．６
億
円
の
範

囲
内
で
あ
り
、
ま
た
、
当
初
の
想
定

事
業
費
７９
億
円
の
範
囲
内
で
す
。

　
ま
た
、
３
月
定
例
月
会
議
で
お
認

め
い
た
だ
い
た「
北
部
図
書
機
能
お

よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
機
能
」の
建
築
工

事
に
つ
い
て
、今
後
も
さ
ら
に
続
く
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
建
設
資
材
の
価
格

高
騰
に
対
応
す
べ
く
、
増
額
補
正
し

ま
す
。

　
内
容
と
し
て
は
、
図
書
機
能
部
分

に
係
る
事
業
費
に
つ
い
て
、
交
付
税

措
置
の
あ
る
有
利
な
地
方
債
を
活
用

す
る
た
め
、
先
の
３
月
定
例
月
会
議

に
て
お
認
め
い
た
だ
い
た
繰
越
明
許

費
の
一
部
と
な
る
１
億
６
、
１
０
０

万
円
を
不
執
行
と
し
、
令
和
４
年
度

予
算
と
し
て
、
資
材
高
騰
対
応
に
実

質
必
要
な
増
額
分
７
、
９
０
０
万
円

を
加
え
た
２
億
４
、
０
０
０
万
円
と

し
て
補
正
し
ま
す
。
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